
子舞を、津久根村の操り人形芝居と交換して始められたと伝
えられています。戦時中から戦後にかけて数度の中断や中止
を経て、昭和 48 年に保存会が結成され再興されました。

進行と演目　初庭、中庭、終庭の３庭を伝承

　初庭は「七
し め

五三（注連）掛
がか

り」といい、舞場（土俵）に注
連縄をかけます。三獅子で神社にお参りをしますが、やがて
大獅子と中獅子が雌獅子を取り合う喧嘩を起こします。
　中庭は「四

し ま く だ

幕抱き」といい、牡丹の花が見事に咲いた野原
に見物に出かけ、再び雄獅子同士の喧嘩が始まります。
　終庭は「花掛り」といい、大獅子と中獅子が和解して仲良
く三獅子で武蔵野を帰っていくという内容です。

役と衣装
大獅子…黒塗で頭部に２本の鹿角、白髪、立ち耳、小旗（こ
ばた：和紙でつくられた獅子の髪の毛）も白。
雌獅子…金塗で頭頂部に宝珠、たれ耳、茶髪、小旗は赤
と黄。
中獅子…茶塗で頭部に２本の鹿角、立ち耳、茶髪、小旗
は白と紫。
　３頭とも腹に三つ巴紋を描く太鼓をつけて両手にバチを持
ち、黒足袋に草履を履く。水引幕（鋸

き ょ し

歯模様と牡丹柄）や上

八
はちまん
幡神社の獅子舞

　当社には、平安時代の正
しょうりゃく

暦２年（991）、鎌倉時代の
文
ぶ ん じ

治３年（1187）の紀年銘のある棟札が保存されています。
鶴
つるがおかはちまんぐう

岡八幡宮（鎌倉市）から勧請したと伝えられており、社
宝に、正

しょうか

嘉２年（1258）の銘が入った金
こんごうばん

剛盤（町指定文化財）
が伝存していることから、鎌倉時代には存在していたこと
が明らかです。明治 40 年以降に地内の琴平神社と岩屋神
社を本殿に、境内に山神社と蚕

こ か げ

影神社を合祀しています。
　獅子舞の由来については、享

きょうほう

保年間（1716 〜 36）に、
成
な る せ

瀬村（現大字成瀬）の諏
す わ

訪神社の祭礼で行われていた獅

越生の獅子舞
　越生の獅子舞は神社の秋祭りに行われます。いずれも
一つの獅子頭を一人で被り、三人一組で舞う「一

ひとりだちさん

人立三
頭
と う し し

獅子」という形式で、大
お お じ し

獅子と中
ち ゅ う じ し

獅子の雄獅子２頭が、
雌
め じ し

獅子を奪い合うという筋立てです。
　社前に造られた舞場や土俵で、三獅子が、はいおい（幣
追・蠅追）の先導・指導で舞い踊り、４人の花

は な ご

子（ちゃっ
ちゃこ・ささらっこ）が竹製のささら（簓）を鳴らし、
笛方は場面に応じて正確に曲を奏でます。
　新型コロナウイルス感染症の影響で奉納の中止が続い
ていましたが、本年は４社の獅子舞が勢揃いします。
　なお、令和４年度には、文化庁の補助事業により、用
具類の修理や新調を行いました。
　
八幡神社の獅子舞
〔日　　程〕10月の第３土曜日、日曜日
〔場　　所〕八幡神社（越生町津久根 23）
〔保持団体〕津久根獅子舞保存会
〔指　　定〕町指定無形民俗文化財（昭和 49 年 11 月
28日）
住吉神社の獅子舞
〔日　　程〕10月 15日に近い日曜日
〔場　　所〕住吉神社（越生町麦原 383）
〔保持団体〕麦原獅子舞保存会
〔指　　定〕町指定無形民俗文化財（平成９年４月１日）
梅園神社の獅子舞
〔日　　程〕10月 25日に近い土曜日、日曜日
〔場　　所〕梅園神社（越生町小杉１）
〔保持団体〕梅園獅子舞保存会
〔指　　定〕町指定無形民俗文化財（平成９年４月１日）
東山神社の獅子舞
〔日　　程〕11月 23日に近い土曜日、日曜日
〔場　　所〕東山神社（越生町上野 1048）
〔保持団体〕上野獅子舞保存会
〔指　　定〕町指定無形民俗文化財（平成９年４月１日）

住
すみよし
吉神社の獅子舞

　当社には、慶
けいちょう

長３年（1598）造立の棟札が伝わっており、
戦国時代の城

しろやま

山築城に際して、この地に住み着いた草分け
の人々が、氏神として祀ったのが起源といわれています。
　獅子舞の由来については、薄

すすき

村（現秩父郡小鹿野町両神
薄）の諏訪神社に奉納されている獅子舞「竹

たけのだいら

平の獅子舞」（小
鹿野町指定文化財）を、熊次郎と長助という２人の師匠が
住吉神社に伝授したと伝わっています。昭和 40 年代の後
継者不足で奉納が休止となる時期を経て、昭和 50 年には
保存会が結成されて復活しました。

衣、たっつけ袴はそれぞれ色が異なる。
花子…四角形の花台に造花を立てて、周りに赤い絹布

を垂らす。簓をかき鳴らす。女子が務める。
はいおい…手ぬぐいで頬被りしておかめやひょっとこ
の面を頭にのせる。役者や花子に動きを指導する。軍配や
陽
ようぶつ

物、うちわ等を持つ。

保存会員…紺地で下部に吉原つなぎの模様、黒襟に「津
久根八幡神社／獅子舞保存会」の名を入れ、襟首に三つ巴
紋、背中に「祭」の字が入った半天を着る。

進行と演目　伝承されている演目は５庭

　「四
し ほ う が か

方掛り」は獅子のお宮参りの内容で、社殿を褒め称え
る舞です。花子が四隅の定位置につき、三獅子が舞います。
　「花掛り」は花園で楽しく遊ぶ様子を表した舞です。
　「飛抜け」は花見の最中にそれぞれを探し歩くというもの
で、横一列に並んだ花笠の間を三獅子が通り抜けます。
　「雌獅子隠し」は花子に隠れた雌獅子を探す舞と、雌獅子
を奪い合う大獅子と中獅子の激しい喧嘩がみられます。
　「一つ花」は、花に見立てた花子の中から一つを名花とし
て選ぶ舞です。

役と衣装
大獅子…黒塗で頭部に金、赤、黒のネジリ角２本、たれ耳、
白髪、垂（しで：和紙で作られた獅子の髪の毛）は淡い水色。
雌獅子…茶塗で頭頂部に宝珠、たれ耳、明るい茶髪、垂
は淡い赤。
中獅子…黒塗で２本の鹿角、たれ耳、茶髪、垂は淡い黄色。
　３頭とも腹に三つ巴紋を描く太鼓をつけて両手にバチを持
つ。雌雄で衣装が異なる。また、水引幕（菊花紋）の色も雌
雄で異なっている。

花子…菊花紋がついた四角形の花台に、紙の飾り花と
菊の造花を立てて、青

せ い か い は

海波文様の布を垂らす。簓をかき鳴
らす。女子が務める。
はいおい…手ぬぐいで頰被りして狐やひょっことの面
を頭にのせ、陽物を背負う。それぞれが必ず軍配を持ち、
もう一方の手で幣

へいそく

束か棒を持って指導にあたる。

保存会員…青地で吉原つなぎの模様、三つ巴紋、獅子
毛紋、車紋を散らし、黒襟に「祭禮」、背中に「祭」の字が入っ
た半天を着る。

※参考文献
越生叢書１『おごせの祭りと芸能』越生町教育委員会 1992
『越生の歴史Ⅱ　近世』越生町教育委員会 1999　
埼玉県民俗芸能緊急調査報告書第四集『獅子舞の分布と伝承』
埼玉県教育委員会 1982
『新編埼玉県史　別編２民俗２』埼玉県 1986
『越生町の獅子舞』石川博司 2002
『入間地区獅子舞辞典』石川博司 2008
『かわせみ通信』川崎実
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　☎ 049−292−3121 ㈹
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梅
うめその
園神社の獅子舞

　当社は元は小
こすぎてんじんじゃ

杉天神社または天満宮と呼ばれており、観
かんおう

応
元年（1350）〜嘉

か え い

永５年（1853）までの 25 枚の棟札が現
存しています。明治 40 年に堂

どうやま

山の近
ち か ど

戸神社、上
かみやつ

谷の三島神
社を合祀して、社号を梅園神社に改称しました。
　獅子舞の由来については、飯能市高山の三

み わ

輪神社に奉納さ
れている獅子舞「高

たかやま

山の獅子舞」（飯能市指定文化財）から
の伝授と伝わっています。昭和 30 年代初め頃から後継者不
足などを理由に中断されていましたが、昭和 50 年に 200 戸
を超える氏子たちの寄付や熱意によって復活しました。

ている。
花子…三つ巴紋がついた四角形の花台に、御幣や榊、紙
の飾り花を立てて、青い布を垂らす。簓をかき鳴らす。町内
で唯一男子が務める。
はいおい…水色の手ぬぐいで頬被りして道化面を頭にの
せる。それぞれが軍配を持ち。もう一方の手で幣束や陽物を
持って指導にあたる。

保存会員…灰色と黒の縞模様で、黒襟に「三つ巴紋／上

野まつり／獅子舞保存会」、背中には「亀甲紋に祭」の字が入っ
た丈の長い半天を着る。 越生町教育委員会

埼玉県の獅子舞
　県内で一番多く伝承されている民俗芸能は「獅
子舞」で、分布は 200 を超えるといわれています。
獅子舞は五穀豊穣や疫病除けの祈願、豊作の感謝、
雨乞いや嵐除けのために行われてきました。
　獅子の舞い手は全ての庭

にわ

（演目）を演じられる
ようになると、村人として一人前であると認めら
れ、大人の仲間入りを果すことができました。
　獅子舞は、信仰と通過儀礼という二面を併せ
持った、地域の存続繁栄に欠かせない伝統行事と
して継承されてきました。

進行と演目　伝承されている演目は５庭

　「庭
に わ ず

摺り（幣
へいがか

掛り）」は本祭に獅子宿で舞われ、この年に獅子
舞に仲間入りする子どもたちが演じます。
　「一つ回り（一つ鞠

まり

）」は神社への奉納舞とされています。
　「三つ回り（三つ鞠）」は２本の笹竹に吊り下げられた３つの
鞠で、三獅子が楽しく遊び戯れる舞です。
　「雌獅子隠し」は雌獅子を奪い合う激しい喧嘩で、青年の獅
子を表していると考えられています。
　「白

し ら は

刃」は大獅子と中獅子が太刀を咥
くわ

えて互いに切り込む喧
嘩です。やがて喧嘩が終わると太刀が外され、雌獅子が２本の
太刀を持って三

さ ん ば そ う

番叟を舞います。

役と衣装
大獅子…黒塗で頭部に２本の鹿角、白毛、たれ耳、こばた（和
紙で作られた獅子の髪の毛）は白。
雌獅子…朱塗で頭部に宝珠、たれ耳、茶毛、こばたは赤と
黄色。
中獅子…赤銅色で頭部に金、赤、黒のねじり角２本、たれ耳、
茶毛、こばたは緑、紫。
　３頭とも腹に三つ巴紋を描く太鼓をつけて両手にバチを持
ち、白足袋に草履を履く。雌雄で、衣装や水引幕（鋸歯模様と

梅鉢紋）の色が異なる。
花子…梅鉢紋がついた四角形の花台に紙の飾り花を立て
て、赤布を垂らす。簓をかき鳴らす。女子が務める。
はいおい…手ぬぐいで頰被りして福面や翁面を頭にのせ
る。それぞれが必ず軍配を持ち、もう一方の手で幣束か陽物
を持って指導に当たる。

保存会員…黄土色の地で下部に三つ巴紋、黒襟に「梅園
神社／子舞保存会」、背中に梅鉢紋が入った半天を着る。

東
ひがしやま
山神社の獅子舞

　当社は福寿山多
た も ん じ

門寺（入間郡上野）の境内社諏
す わ

訪神社とし
て、応

おうにん

仁２年（1468）に住僧の空伝が、当寺の地中鎮護の
ために創建したと伝えられています。明治 45 年（1912）に、
当地に移されて改称されました。
　獅子舞の由来については、室町時代に、多門寺住職の教伝
が秩父地方から習得したと伝わっています。戦後になって昭
和 27 年と同 34 年に行われた後途絶え、同 50 年に復活し、
翌年 11 月 23 日には社殿の改修造営記念で奉納されました。

進行と演目　伝承されている演目は５庭

　「宮参り」は、獅子や花子などが社殿の周りをまわります。
　「すっこみ」は、花掛りの一部分を舞います。
　「花掛り」は、花の中で三獅子が楽しく踊り遊ぶ舞です。
　「願

が ん じ し

獅子（願ささら）」は、花代をあげて願い事を祈願しても
らう舞で、社殿の周りをまわります。
　「竿

さお

（棹）掛り」は竿を大きな谷間という障害物に見立て、
谷の向こう側にいる雌獅子に向かって、中獅子と大獅子が何度
も竿を押し渡ろうとします。

役と衣装
大獅子…黒塗で角に金色の段を刻む２本角、たれ耳、白毛、
和紙で作られた白のたてがみを垂らす。
雌獅子…朱塗で頭頂部に宝珠、たれ耳、赤毛、和紙に刷毛
塗りされた赤色のたてがみを垂らす。
中獅子…青い顔で角に金色の段を刻む２本角、たれ耳、黒
毛、和紙に刷毛塗りされた青のたてがみを垂らす。
　３頭とも腹に三つ巴紋を描く太鼓をつけて両手にバチを持
つ。上衣は、大獅子が白、雌獅子が赤、中獅子が青の長袖を着
る。たっつけ袴や黒足袋、草鞋は３頭とも同じものを着用する。
水引幕には波模様と白丸の中に「諏」「訪」「社」の一字が入っ
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